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　というわけで、予想通りというか期待にたがわ
ずというか、世界中がアメリカ合衆国大統領に振
り回される 2025 年となっている。いったいいつ
までこの状態が続くのであろうか。COVID-19 の
パンデミックのときにも「いったいいつまで」と
思ったものである。しかしながら、かの御仁には
任期というものがあるはずである。

　多くの賛同が得られると思うが、かの御仁がこ
れまでやってきた事やこれからやろうとしている
事は、“Make America Great Again”を逆走させ
るものである。大学をリベラル偏向と攻撃し、反
ユダヤ主義や反 DEI への違反などを理由に助成
金を差し止めてきた。また、アメリカの大学の
研究開発費の 55% は連邦政府からの支出であり、
米政府効率化省（DOGE）が進める政府機関への
支出削減は、世界をリードしてきたアメリカの科
学研究の基礎を脅かすことに直結する。これまで
アメリカは圧倒的な研究開発力で他国に対する優

位性を維持してきた。潤沢な研究開発費が世界か
ら優秀な人材を引き寄せてきたが、科学研究費の
削減で今度はアメリカからの頭脳流出も起こり得
るであろう。また、研究費の削減は基礎研究の裾
野を狭めることとなり、その結果生み出されるイ
ノベーションが減ったり、時期が遅くなったりす
る可能性がある。

　わが国は、今こそ断固として科学研究費を増額
し、世界中から優れた人材を呼び込む、手薄になっ
ている基礎研究の充実を図る、などの施策を積極
的に行わなければならない。かの御仁が、アメリ
カとの科学力／研究開発力の差を縮める好機をも
たらしてくれているのだから。

々々飄飄
広 報 委 員

川野　豊一

お金の使い道、その 3

自動車保険・火災保険・交通事故傷害保険

医師賠償責任保険・所得補償保険・傷害保険ほか

損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社  代理店
共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社  代理店
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日　時　令和 7 年 8 月 23 日（土）14：00 ～ 16：30
場　所　山口県医師会 6 階　会議室
　　　　　〒 753-0814　山口県山口市吉敷下東３丁目１-1
定　員　70 名（先着順）

開会挨拶	 山口県医師会常任理事　岡　　紳爾
講演（前半の部）

司会進行：山口県医師会 COPD 対策推進ワーキンググループ委員長　　　　　　
山口大学医学部附属病院院長　松永　和人

１.「COPD 対策推進事業について」（10 分）
山口県医師会 COPD 対策推進ワーキンググループ委員長　　　　　　

山口大学医学部附属病院院長　松永　和人
２.「山口県における COPD 対策」（5 分）

山口県健康福祉部健康増進課課長　前田　和成
３.「COPD スクリーニングチーム、フォローチームの説明と
　　　たばこ肺（COPD）の早期発見・早期治療の手引きについて」（60 分）

山口大学医学部附属病院呼吸器・感染症内科　大石　景士
休憩（10 分）
講演（後半の部）
　　　　  司会進行：山口県医師会理事

綜合病院山口赤十字病院院長補佐・呼吸器内科部長　國近　尚美
４. 薬物療法：「COPD における吸入薬の使い方」（20 分）

綜合病院山口赤十字病院薬剤師　佐々木裕太
５. 非薬物療法：「COPD 患者の栄養・食事療法  ～栄養改善のポイント～」（15 分）

下関市立豊田中央病院管理栄養士　上村　朋子
６. 非薬物療法：「呼吸リハビリテーションの基礎」（15 分）

国立病院機構関門医療センター理学療法士　石光　雄太
総合討論・質疑応答（10 分）	 司会進行：山口県医師会常任理事　岡　　紳爾
閉会挨拶	 山口県医師会常任理事　岡　　紳爾

※参加申込については、山口県医師会ホームページ
　（右記 QR コード又は下記 URL）をご確認ください。
　http://www.yamaguchi.med.or.jp/medical_info/19663/

オール山口で取り組むオール山口で取り組む
COPD スクリーニングチーム、フォローチーム養成研修会COPD スクリーニングチーム、フォローチーム養成研修会
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令和７年度中国地区学校保健・学校医大会
		  日　時　令和 7 年 8 月 24 日（日）13：00 ～ 16：35
		  場　所　山口グランドホテル　２階　鳳凰・鶴の間
		  　　　　（山口市小郡黄金町 1-1　TEL:083-972-7777）
		  対象者　学校医、医師、養護教諭等学校関係者　等

日　　程

開会（13：00）
挨拶・祝辞（13：00 ～ 13：20）	 山口県医師会長　加藤　智栄

日本医師会長　松本　吉郎
山口県教育委員会教育長　繁吉　健志

各県研究発表（13：20 ～ 14：20）
　鳥取県における電子メディア利用教育の啓発の推進

鳥取県医師会常任理事　松田　　隆
　安来市就学前健康診断における音声言語検診の取り組みについて

医療法人おがわ耳鼻咽喉科理事長　小川　真滋
　岡山県聴覚障害児支援中核機能強化事業の 3 年間の成果と今後の展望

岡山大学病院聴覚支援センター准教授　片岡　祐子
　広島市学校保健会のあゆみ－組織改正に伴う変化と今後の課題について－

広島市医師会学校医委員会委員長／広島市学校保健委員会専務理事　永田　　忠
　山口県における健康教育の実際

山口県医師会常任理事　河村　一郎
休憩（14：20 ～ 14：30）
特別講演１（14：30 ～ 15：30）　	 日医生涯教育単位　CC11（1 単位）
　子どもの心身の発達に本当に大切な睡眠

医療法人社団昌仁醫修会 瀬川記念小児神経学クリニック理事長　星野　恭子
特別講演２（15：30 ～ 16：30）	 　日医生涯教育単位　CC12（1 単位）

【専門医共通講習―地域医療：1 単位】
　学校保健の現状と課題

日本医師会 常任理事　渡辺　弘司
次期当番県医師会挨拶（16：30）	 　 鳥取県医師会常任理事　松田　　隆
閉会（16：35）

※参加申込については、山口県医師会ホームページ
　（下記 URL 又は右記 QR コード）をご確認ください。
　http://www.yamaguchi.med.or.jp/medical_info/19817/
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山口県からのお知らせ

　山口県では、物価高騰により食材料費（入院食）や光熱費等が上昇する中、医療
機関等において安心・安全で質の高いサービスが継続的に提供できるよう、県内の
医療機関等を対象に標記 2 つの支援を引き続き実施することとなりましたので、お
知らせします。
　各支援事業の詳細や申請方法等は、山口県ホームページに掲載していますので、
ご確認ください。

記

対象機関
①山口県内に所在する病院及び診療所で申請時において保険医療機関の指定を受け

ている医療機関
②山口県内に所在する病院及び診療所で令和 7 年 5 月１日時点において保険医療機

関の指定を受けている医療機関

申請期間
　①②とも「令和 7 年 5 月 1 日（木）～令和 7 年 7 月 31 日（木）必着」

県ホームページ URL
① https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/46/300297.html
② https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/46/300295.html
　※「お知らせ」を参照

問い合わせ先
　山口県 健康福祉部 医務保険課
　　電話番号：083-933-2820（電話受付：平日 9 時～ 17 時）

①令和 7 年度山口県医療機関①令和 7 年度山口県医療機関食材料費食材料費
4 4 4 44 4 4 4

高騰対策支援金支給高騰対策支援金支給
　事業の実施について　事業の実施について
②令和 7 年度山口県医療機関等②令和 7 年度山口県医療機関等光熱費光熱費

4 4 44 4 4

高騰対策支援金支給高騰対策支援金支給
　事業の実施について　事業の実施について
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令和 7 年度 第 100 回山口県消化器がん検診講習会

日　時　令和 7 年 8 月 2 日（土）15：00 ～ 17：00
場　所　山口県総合保健会館 2 階　多目的ホール
　　　　　〒 753-0814　山口県山口市吉敷下東３丁目１-1

次　　第

開会挨拶
特別講演Ⅰ　15：00 ～ 16：00
　当院における胃がん検診の現状について

日本鋼管福山病院　石川　祐三

特別講演Ⅱ　16：00 ～ 17：00
　内視鏡的縫縮法の進歩

九州大学　病態機能内科学　助教 / 九州大学病院　　　　　　
　光学医療診療部　副部長　長末　智寛

受 講 料　　山口県消化器がん検診研究会員は無料
　　　　　　　非会員は、医師：2,000 円、医師以外：1,000 円

取得単位　　日本医師会生涯教育制度　2 単位
　　　　　　　特別講演Ⅰ　CC12（地域医療）：1 単位
　　　　　　　特別講演Ⅱ　CC11（予防と保健）：1 単位
　　　　　　日本消化器がん検診学会認定医更新単位　3 点
　　　　　　日本医学放射線学会
　　　　　　　　学会認定参加単位　1 単位
　　　　　　　　日本専門医機構認定参加単位　1 単位

お問い合わせ先　  山口県消化器がん検診研究会（山口県医師会内）
　　　　　　　　　TEL：083-922-2510　FAX：083-922-2527

※事前の参加申込は不要です。
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山口県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ山口県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

①後期高齢者医療被保険者証及び資格確認書に関するお知らせ①後期高齢者医療被保険者証及び資格確認書に関するお知らせ

　現在交付している「後期高齢者医療被保険者証」（以下「保険証」という。）及び　現在交付している「後期高齢者医療被保険者証」（以下「保険証」という。）及び
「資格確認書」は有効期限が令和 7 年 7 月 31 日となっています。※資格確認書は令「資格確認書」は有効期限が令和 7 年 7 月 31 日となっています。※資格確認書は令
和 6 年 12 月 2 日の保険証廃止以降に資格取得された方、資格情報に変更がある方和 6 年 12 月 2 日の保険証廃止以降に資格取得された方、資格情報に変更がある方
に交付済。に交付済。
　新しい資格確認書（薄紫色）は、7 月中に被保険者の方へ簡易書留にて郵送いた　新しい資格確認書（薄紫色）は、7 月中に被保険者の方へ簡易書留にて郵送いた
します。します。
　現在交付している保険証（緑色）及び資格確認書（オレンジ色）は、8 月 1 日以　現在交付している保険証（緑色）及び資格確認書（オレンジ色）は、8 月 1 日以
降使えませんので、降使えませんので、8 月 1 日以降は必ず新しい資格確認書（薄紫色）にて負担割合8 月 1 日以降は必ず新しい資格確認書（薄紫色）にて負担割合
のご確認をお願いいたしますのご確認をお願いいたします。。

②限度額適用に係る資格確認書の任意記載事項併記申請のお知らせ②限度額適用に係る資格確認書の任意記載事項併記申請のお知らせ

　低所得Ⅰ・Ⅱ及び現役並所得Ⅰ・Ⅱに該当する方は、「資格確認書」へ任意記載事　低所得Ⅰ・Ⅱ及び現役並所得Ⅰ・Ⅱに該当する方は、「資格確認書」へ任意記載事
項欄の限度区分を併記することにより、医療機関等の窓口に提示した際、支払う医項欄の限度区分を併記することにより、医療機関等の窓口に提示した際、支払う医
療費が限度額（月額）までとなります。限度区分の併記を希望される方は、あらか療費が限度額（月額）までとなります。限度区分の併記を希望される方は、あらか
じめ入院前に市町の窓口で申請ください。じめ入院前に市町の窓口で申請ください。
※マイナ保険証をお持ちの方はマイナ保険証を医療機関等へ提示することで高額療※マイナ保険証をお持ちの方はマイナ保険証を医療機関等へ提示することで高額療

養費制度における限度額以上の支払いが免除されます。養費制度における限度額以上の支払いが免除されます。
　ただし、過去 12 か月以内に所得区分が低所得Ⅱに該当する方で月に入院日数が　ただし、過去 12 か月以内に所得区分が低所得Ⅱに該当する方で月に入院日数が
90 日を超える場合は、マイナ保険証の利用登録有無にかかわらずお住まいの市町窓90 日を超える場合は、マイナ保険証の利用登録有無にかかわらずお住まいの市町窓
口で申請が必要になります。口で申請が必要になります。

　お問い合わせは、山口県後期高齢者医療広域連合（電話 083-921-7111）まで　お問い合わせは、山口県後期高齢者医療広域連合（電話 083-921-7111）まで
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「医業承継支援事業」に伴う各種業務のお知らせ

　当会では地域医療提供体制の確保のために、「医業譲渡を希望する診療所」と「医
業譲受を希望する医師」を支援し、その仕組みづくりを構築することを目的として
標記事業を山口県の事業として引き受けております。是非、ご利用ください。

（1）医業承継に関する初期相談の専門家派遣事業
　・医業経営のコンサルティングによる無料相談（一般的な助言に限る）
　・専属の会計士や税理士がおられる場合は、まずは顧問先への相談をお勧めします

（2）譲受情報の受付登録と提供事業

上記各種業務のお問い合わせ先
　　医業承継に関する相談窓口
　　　TEL：083-922-2510（山口県医師会内、平日 9 時～ 17 時まで）
　　　FAX：083-922-2527
　　　電子メール：shoukei-y35@yamaguchi.med.or.jp

　各種業務ネット入力の場合は下記 QR コードをご利用ください。

（3）令和 7 年 6 月 24 日現在の登録状況
　　　譲渡希望件数　16 件、譲受希望件数　6 件
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第 176 回山口県医師会生涯研修セミナーのご案内第 176 回山口県医師会生涯研修セミナーのご案内

　日 時　令和 7 年 9 月 7 日（日）10：00 ～ 15：00
　開催方法　　ハイブリッド形式
　　　現地：山口県医師会 6 階「会議室」（山口市吉敷下東 3-1-1）
　　　Web：Zoom によるライブ配信

次　第

〇特別講演 1（10：00 ～ 11：00）
　　ナノテクノロジーを駆使した医学（ナノ医学）の展開

山口大学大学院医学系研究科器官解剖学教授　中村　教泰

〇特別講演 2（11：00 ～ 12：00）
　　最新の循環器治療の話題について

小倉記念病院副院長・循環器内科主任部長　安藤　献児

〇特別講演 3（13：00 ～ 14：00）
　　マイクロ RNA －未来の医療を変える小さな分子－

鳥取大学医学部実験病理学分野准教授　尾﨑　充彦

○特別講演 4（14：00 ～ 15：00）
　　がん免疫療法の基礎

岡山大学病院呼吸器・アレルギー内科教授　冨樫　庸介

対　　象　　医師及び医療関係者
参  加  費　　無料
取得単位　・日本医師会生涯教育制度：4 単位
		  特別講演 1	 CC 45（呼吸困難）：1 単位
		  特別講演 2	 CC 38（聴覚障害）：1 単位
		  特別講演 3	 CC   2（医療倫理：臨床倫理）：1 単位
		  特別講演 4	 CC 76（糖尿病）：1 単位
　　　　　
参加申込　　8 月 29 日（金）までに下記 URL もしくは
　　　　　　右記 QR コードにアクセスし、お申込みください。
　　　　　　http://www.yamaguchi.med.or.jp/medical_info/18510/
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毎月勤労統計調査「特別調査」の実施について毎月勤労統計調査「特別調査」の実施について

　令和７年 8 月から 9 月にかけて、労働者の雇用、賃金及び労働時間の状況を確認　令和７年 8 月から 9 月にかけて、労働者の雇用、賃金及び労働時間の状況を確認
するため、厚生労働省による年に 1 度（7 月 31 日現在について）の「毎月勤労統するため、厚生労働省による年に 1 度（7 月 31 日現在について）の「毎月勤労統
計調査特別調査」（統計法に基づく基幹統計調査）が実施されます。計調査特別調査」（統計法に基づく基幹統計調査）が実施されます。
　今般は下関市、宇部市、山口市、萩市、防府市、下松市、岩国市、長門市、柳井市、　今般は下関市、宇部市、山口市、萩市、防府市、下松市、岩国市、長門市、柳井市、
周南市、熊毛郡田布施町の一部地域において、統計調査員による事業所名、所在地、周南市、熊毛郡田布施町の一部地域において、統計調査員による事業所名、所在地、
常用労働者数、事業内容などを確認するための訪問調査が行われます。常用労働者数、事業内容などを確認するための訪問調査が行われます。
　さらに、常用労働者数 1 ～ 4 人の事業所については、雇用、賃金及び労働時間等　さらに、常用労働者数 1 ～ 4 人の事業所については、雇用、賃金及び労働時間等
について回答することになります。について回答することになります。
　ご不明な点があれば山口県総合企画部統計分析課 商工労働統計班までお問い合わ　ご不明な点があれば山口県総合企画部統計分析課 商工労働統計班までお問い合わ
せください。（TEL：083-933-2654）せください。（TEL：083-933-2654）

厚生労働省 HP　https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/31-1.html厚生労働省 HP　https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/31-1.html

死体検案数掲載について

死体検案数と死亡種別（令和 7 年 5 月分）

山口県警察管内発生の死体検案数
自殺 病死 他殺 他過失 自過失 災害 その他 合計

May-25 16 148 0 0 7 0 4 175
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第 62 回山口県内科医会学会並びに総会第 62 回山口県内科医会学会並びに総会
日　時　令和 7 年 8 月 24 日（日）12：30 ～ 16：30
場　所　岩国市医師会館４階講堂
　　　 　（岩国市室の木町３丁目６-11　TEL：0827-21-6135）
主　管　岩国市内科医会・柳井市内科医会・大島郡内科医会・熊毛郡内科医会

次　　第

11：30 ～ 12：20　郡市内科医会会長会議
12：30 ～ 13：00　山口県内科医会総会

13：05　　　　　　開会の辞	 岩国市内科医会会長　藤本　俊文
13：10 ～ 14：10　特別講演１	 座長：熊毛郡内科医会会長　滿岡　　裕
　　COPD と禁煙指導～産業医にできること～

山口大学大学院医学系研究科呼吸器・感染症内科学教授　松永　和人

14：20 ～ 15：20　特別講演２	 座長：柳井内科医会会長　松原　良尚
　　下部消化管疾患診療の現状と当科での取り組み

山口大学大学院医学系研究科消化器内科学光学診療部准教授　　　　　　
IBD センター副センター長　橋本　真一

15：30 ～ 16：30　特別講演３	 座長：大島郡内科医会会長　川口　　寛
　　かかりつけ医における診療報酬請求のポイント

広島県内科医会　岡本内科消化器科クリニック　岡本　英一
16：40　　　　　　閉会の辞	 柳井市内科医会会長　松原　良尚

〈取得単位〉（予定）
　日本臨床内科医会認定医・専門医制度 5 単位
　日本医師会認定産業医更新研修 1 単位（特別講演 1 のみ）
　日本医師会生涯教育制度　取得カリキュラムコード３単位
　　　特別講演１　　CC 79（気管支喘息・COPD）：1 単位
　　　特別講演２　　CC 53（腹痛）：1 単位
　　　特別講演３　　CC 06（医療制度と法律）：1 単位
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　今年 5 月 17 日に福島県郡山市で開催された、日医主催の第 19 回男女共同参画フォーラムに参
加しました。福島市唯一の造り酒屋の会長さんの基調講演から始まったこともあり、懇親会での福
島の地酒のラインナップは、素晴らしいものでした。私たち山口勢は、小さなお猪口を持って福島
地酒チーム制覇に挑みましたが、厚い布陣に阻まれ、楽しい敗北を迎えることになりました。
　しかしこの「男女共同参画」という言葉、どうも据わりが良くないと思いませんか。私なんか、
以前はつい頭の中で「男女挙動？」「三角関係？」と誤変換しがちでした。この「男女共同参画」は、

「gender equality」に対応する言葉として政府が使い出したそうです。誰もが平等に社会に参加す
るという高邁な意味が込められているのでしょうね。高尚な理解力に乏しい私などは、シンプルに

「平等」でいいだろうにと違和感を持っています。「共同参画」など、生活実感に乏しい言葉は、ゴー
ルを曖昧模糊としたベールの向こうに霞ませるように思いませんか。
　さてこの男女共同参画フォーラムは、第 1 回が 2005 年に開催されました。メインテーマは『女
性医師は何を求め、何を求められているか』とまず女性医師が自らの存在を問うところから始まっ
ています。以後のフォーラムのテーマをいくつか挙げます。
　第 6 回『男女共同参画のための意識改革』。第 10 回『医療界における男女共同参画のさらなる
推進に向けて～ 10 年間で医療界における男女共同参画は進んだのか～』。第 14 回『次世代がさら
に輝ける医療環境を目指して～超高齢社会で若者に期待する』。第 17 回『働き方改革に寄与する
男女共同参画を目指して』。第 18 回『超高齢社会に向けての男女共同参画～人生 100 年時代にお
ける多様な医師の働き方～』。
　そして今年第 19 回男女共同参画フォーラムのメインテーマは、『ダイバーシティを踏まえたキャ
リア支援』。
　先達の女性医師、男性医師の20年間の歩みにより、医療界も変化してきました。それに伴いフォー
ラムのテーマがより包括的に進化しています。男性医師が困難を抱えて働く環境は、女性医師にとっ
ても同様です。女性医師が働きやすい環境では、男性医師もキャリアだけではなくプライベートも
大切にできると思います。
　どうぞ皆様、男女共同参画を少し身近なものとして捉えてください。誤変換なしに。

（常任理事　長谷川奈津江）　

編編集
後後記

謹 弔
次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

松　岡　勝　之　  氏　　熊毛郡医師会　 6 月 2 日　享　年　　81
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医学および医療は、病める人の治療はもとより、人びとの健康の
維持増進、さらには治療困難な人を支える医療、苦痛を和らげる
緩和医療をも包含する。医師は責任の重大性を認識し、人類愛を
基にすべての人に奉仕するものである。

1. 医師は生涯学習の精神を保ち、つねに医学の知識と技術の
習得に努めるとともに、その進歩・発展に尽くす。

2. 医師は自らの職業の尊厳と責任を自覚し、教養を深め、人格を
高めるように心掛ける。

3. 医師は医療を受ける人びとの人格を尊重し、やさしい心で
接するとともに、医療内容についてよく説明し、信頼を得るように
努める。

4. 医師は互いに尊敬し、医療関係者と協力して医療に尽くす。

5. 医師は医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展に
尽くすとともに、法規範の遵守および法秩序の形成に努める。

6. 医師は医業にあたって営利を目的としない。
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